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「平成 年産E鐙業改善ミーティングj実施報告

大森 武田

体育センターでは教員 FDの一環として.平

成 15年度より「共通科白[体育;の授業に践

する競査」を毎年実施してきた。これは受講学

生による摺々の授業・教員に対する評価が中核

になっており. 1)授業の運営や指導法につい

て. 2) 授業の内容や効果について. 3) 

的な観点から， という三つの観点に基づいた

20の設問項目から構成されている D

この 7年間，学生の「共通科目体育jに対す

る評価は大変高く. 20の設開演I'iの内 12項目

において. 6点満点で平均 5点前後から 5.6点

あたりを獲得してきた。特に「教員の授業に関

わる知識と専門性jと「教員の授業に対ーする熱

意や工夫jにおいては，極めて評価が高い。

体育.センターでは，毎年集計するこれらの

データを全体統計としてだけではなく，個々の

授業を担当する教員に対しでも，詳細にフィー

ドパックしている O また，通年で1m講される

140余りの科目の中から，各 20項目別に高い

評価を受けたトップ 5を公表している O これら

の営みは，おそらく各教員に対して現状認識と

意識改革を促し，新たな行動変容を導いたので

はないかと思われる O それは， r共通科目体育」

全体として各設問項目の得点が高いというだけ

ではなく，各項目ともほぼ毎年少しず、つ上昇し

てきているという事実から推察される O

授業改善ミーティングの着眼点と呂的

体育センターではこうした良い波及効果に着

告しこれまで複数回にわたり FD研修会(授

汚合季fき橘謹隆

ミーティング)を開催してきた。各研修

会の開催ごとにテーマを決め.その事に関連し

て高い評価を受けた数民を話題提供者として，

体育センター構成メンバー 11喜で広く情報交換す

ることで大きな成果を得ている O

これまでの流れを受けて.体育センタ-

FD.危機管理委長会では平成 21年度において

も授業改蒋ミーティングを全両することとなっ

た。そこで. 平成 15年度ーからのデータを術i般

的に}~てみると.各i司tfllliJ貞行におけるトップ 5

の結果から，ある興味深い状況が浮かび¥i二がっ

てきた。それは者 ある時期をj克に急に評官説得点

が仁詩している教 E~ が存ヂEするということで

あった。この事実は.それらの数以が授業i汗flUi

や FDを受けてきた過税で，事ぜかに触発・件発

されてー授業内容などを己支持したのかもしれな

いと想f象させるものであった。

そこで，今回の着眼点を「授業評価を受け

て，いかに改善したかJというところに設定し

て. 2名の体育センター教員に話題提供を依頼

した。他の教員との情報交換と討論を通じて，

構成メンバーの授業内容の改善と授業能力の向

上を留ることが授業改善ミーティングの白的で

あった。

授業改善ミーテイングの概要

今回の授業改善ミーティングは，平成 21年

10月28日(水)午後 3時から 411寺30分まで，

体育センター会議室にて行われた。話題提供者

として fゴルフj担当の白木仁教授ならびに fフ

ラッグフットボールJ担当の松元問問主教授にご

講演をいただいた。司会進行は著者の一人であ
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る大森肇が務めた。参加人数は体育センター教

員 ・準研究員 32名の内 7割超にあたる 23名

であった。

白木教授の発表では 『ゴルフJの学習目標，

授業内容と留意点，今後の方向性などが紹介さ

れた。ゴルフの楽しみの要素をヒ ット技術と仲

間づくりに焦点化し 工夫を凝らしていると

ころが特筆に値する。「フォームか?感性かけ

という指導上の難しい課題についても，活発な

質疑応答が展開された。また，授業方法改革の

軌跡が述べられた事は，本ミーテイングの意図

に十分応えるものであった。

松元准教授の発表では 『フラ ッグフ ットボー

ルjの授業概要， 実施上の工夫，学生による評

価とその要因分析などが紹介された。教材とし

ての 「フラ ッグフ ットボール」により「戦術」

を教え，その体育的意義を 1)知的ゲームで

ある， 2)観衆を育てる， 3)スポーツ文化を

醸成する， という 事に置いている点が特徴的で

ある。「学生が戦術を学ぶ内に，必要な技術が

身についてくる」というプロセスは大変興味深

く，参加者との聞に議論を呼び起こした。

両先生の充実したプレゼンテーションにより

活発な討論が交わされ，大変有意義なミーテイ

ングとなった。

*本稿は「平成 21年度筑波大学ファカルテイ・

デイベロ ップメント活動報告書」 に掲載した

内容を修正したものである。

白木仁教授のプレゼンテーション資料
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松元剛准教授のプレゼンテーション資料
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